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トレーニングルームは点検のため、３月1日（火）は休みとなります。

石
い し が み

神さん祭開催
天
て ん じ ん め ん

神免菅
す が わ ら

原神
じ ん じ ゃ

社に２年ぶりの賑わい
　1月6日、天神免菅原神社（灰塚区）で“石神さん祭”が開催され、参拝に訪れた灰塚区民で賑わいまし
た。区民の願い事が書かれた燈籠に明かりが灯され、お宮の参道は幻想的な空気に包まれていました。
　今回の祭の開催にあたって、灰塚区長の橋

はしもと
本修

しゅうじ
二さんは「一昨年はコロナで祭を開催できなかったが、

今年度は開催できて本当に良かった。感謝の気持ちを伝えると共に、灰塚区民の今年1年の幸せと健康
を心から願っている」と想いを語りました。
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11
月
は
、
海
外
で
も
映
像
制
作
経
験
の
あ

る
フ
ィ
ル
ム
メ
ー
カ
ー
、
松ま

つ
だ田

拓た
く
ま真

さ
ん
を

招
い
て
映
像
制
作
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ワ
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ク
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ョ
ッ
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催
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ニ
ュ
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ヨ
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学
の
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画
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卒
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1
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、
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ョ
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あ
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松
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史
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触
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解
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ま
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史
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現
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画
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史
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ま
た
、
編
集
と
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に
大
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な
要
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と
し

て
演
出
が
あ
り
ま
す
。
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の
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縦
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、
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や
背
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の
動
き
な
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の
緻
密
な
計
算
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よ
り
演
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が
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な
わ
れ
、

編
集
と
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出
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っ
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場
人
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の
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迫
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よ
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感
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。

　

松
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経
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を
積
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。
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す
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。
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Ｚ
ｏ
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Ｉ
ｏ
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解説する松田さん
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、

今
後
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定
は
左
記
よ
り
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

２月の市民講座
こころから豊かになる講座②

　今回の講座は、熊本県民総幸福量の最大化に向けた県の取り組みについて講演してもらいます。幸福度
はどのように算出するのか。自分の住む地域の幸福度の現状を知ることで見えてくる豊かさについて一緒
に学びませんか。皆さんお誘い合わせのうえ、ぜひご参加ください。

▶と き　２月25日(金)　午前10時15分～
　　　　　　受け付けは午前９時45分～
▶と こ ろ　ヴィーブル文化会館
▶参 加 費　無料
▶申込方法　生涯学習課窓口でお申し込みください。
　事前に申し込みができなかった人も当日会場で申し込み

ができます。
▶内 容　こころから豊かになる講座②
　演題　『県民総幸福量の最大化に向けた取り組み』
　講師　熊本県企画振興部企画課　
　　　　参事　菅

す が の
野 隆

りゅういちろう
一朗さん

※当日はマスクを着用し、筆記用具をお持ちください
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